
ハッピースマイルお泊り～ZENRYOKU～ 
3 月 15 日（土） ～ 3 月 16 日（日） 

ＩＮ うつぐみの郷 

 午前 午後 夜 

１日目 施設まで移動 
室内レクリエーション① 

福知山科学館見学 

温泉入浴 

まったりタイム 

２日目 
室内レクリエーション② 

買い出し・昼食づくり 
清掃・施設を出発・解散  

 

一日目：  週末の天候はあまり好ましくなく、現地での活動が少し不安で

すが、ハピスマメンバーは皆元気で、やる気に満ち溢れています。

西宮北口に全員集合し、近くの公園に移動しました。今回のグル

ープは、活動ごとでリーダーが変わるので、毎回自分達で決める

ことが出来ます。早速、施設へ向かう道中でのリーダー決めを行

いました。リーダーは選んでもらう為に、アピールを必死にしてい

ます。各グループ、リーダーを決め、綾部へ向かいました。施設へ

向かう途中、車内でレクリエーションを沢山行いました。レクリエー

ションで得たポイントが翌日の昼食を大きく左右させます。早口言

葉大会や海ガメのスープクイズなどを行い、大盛り上がりでした。

盛り上がりが最高潮のタイミングで、施設【うつぐみの郷】に到着し

ました。道中一緒だったリーダーにお別れを告げ、昼食を一緒に食

べる新しいリーダーを決め、お弁当をいただきましち。ランチタイ

ム終盤に雨が降ってきたので屋内に移動しました。本来、午後は

屋外でレクリエーションの予定でしたが、雨足が早まってしまった

ので予定を変更し、屋内でカードゲーム大会をしました。知恵と協

力、そして運が必要となり、自然と友達へ声援を送り、みんなで意

見を出し合っている様子が伺えました。その後は気持ちを切り替え

て、福知山市の【科学館】へ行きました。ここでは様々な仕掛けや

体験、プラネタリウム鑑賞などが出来、半日は楽しむ事が出来ま

す。夕方まで楽しみました。うつぐみに戻り、夕飯を食べました。今

晩は鍋です。うどんもあり、皆さん何度もおかわりをされていまし

た。中には十杯ほどおかわりをされた方もおられ、「美味しい！！」

と大好評でした。食後は、再び福山市へ向かい、みんなで銭湯へ

行きました。沢山体を動かしたので、疲れをしっかり癒しました。戻

ると就寝準備です。みんなで力を合わせて布団を敷きました。メン

バーの中には、みんなで布団を並べて川の字で寝るのが初めての

方がおられ、みんなで寝られることにワクワクされていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

二日目：  朝から元気で、テキパキと支度や朝食準備を進めました。朝

食は天候が雨だったので、屋内でホットサンドを作りました。一人ず

つしか焼けないのですが、焼けたサンドを等分して上手に進めてお

られました。朝食後はおにぎりの具材を得るための最後のポイント稼

ぎゲームをしました。慎重に進める方や大胆に攻める方、様々な攻

防を伺う事が出来ました。ゲーム後に近くのスーパーへ買い物に行

き、また同時に施設の清掃も行いました。ポイントを全て失ってしま

ったグループがあり、掃除やお手伝いを沢山し、おにぎりの具材をも

らっていました。買い出し組が戻ってくるとおにぎり作成に取り掛か

りました。具材を詰めるだけではなく、焼いたり、茹でたりして各グ

ループで創意工夫が見られました。ご飯も充分な量を炊いたのです

が、完食されていました。食後は最後の清掃です。言われた事だけ

ではなく、自ら清掃場所を見つけ、積極的に取り組まれていました。

おかげで予定よりも早く清掃を完了させる事が出来、最後遊ぶ時間

を設ける事が出来ました。そして施設を出発する時間です。みんな

で集合写真を撮影し、施設を後にしました。帰り道ではリーダーやメ

ンバーと談笑を最後まで楽しまれていました。解散時には、「またハ

ピスマで会おうな！！」と約束されている姿が伺えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

＜キャンプ総括＞ 

 

現場を引退して早一年。毎月 Instagram で皆さんの活動の様子を見て会いたくなり、一年
ぶりの活動に参加させていただきました。今回のお泊まりを通して、離れたからこそ分かるハピス
マの良さを感じることが出来ました。月に一回しか会わないメンバーが多い中、毎日を過ごして

きた友達のような関係性をつくりあげられている姿は、改めてとても素敵だと感じました。楽しさ
を優先してしまう時もありましたが、リーダーからの一声で意識を変え、行動出来ることに成長を
感じました。お互いに声を掛け合い、もっと高め合っていく姿は、今後に期待したいと思います。

活動に参加していなければ会うこともなかったメンバー同士。卒業して疎遠になることもあります
が、活動を通して出会えた縁や思い出を大切にして進んで行って欲しいです。これからも引き続
き、Instagram を通して見守りながら、皆様の成長を楽しみにしています。   （橋本 里佳） 


